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表紙中学校ではよろしくね

　第6回財光寺小学校・財光寺南小学校

6年生交流会が3月3日、財光寺中学校

で開かれました。これは、中学生になっ

たら一緒の学校に通う児童同士の交流を
図ろうと、毎年行われているものです。

　児童たちはこの日、それぞれに手作り

の名刺を持ち寄って自己紹介。名刺交換

をしながら「中学校ではよろしくね」と
早速新しい友達をつくっていました。

　この後、財光寺中学校の生徒会やジュ

ニアリーダーの計画したゲームを一緒に
楽しみ、交流を深めました。

■
特
集

平
成
1
3
年
度
市
政
の
墓
本
方
針
と
重
点
施
策

把
れ
も
が
住
ん
で
み
た
く
な
る
ま
ち
壱
…

■
市
政
の
動
き

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
減
額
率
の
変
更
、
平
成
1
3
年
度

検
診
予
定
表
、
公
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
学
ぶ
／
日
向
市

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
1
9
番
目
の
文
化
財
指
定
／
水
月

寺
の
木
造
地
蔵
菩
薩
坐
像
な
ど

■
ま
ち
の
話
題

日
向
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
や
財
光
寺
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
な
ど
が
全
国
大
会
・
九
州
大
会
に
出
場
、
新
世
紀
の
日

向
路
で
健
脚
を
競
っ
た
「
ひ
ょ
っ
と
こ
マ
ラ
ソ
ン
」
ほ
か

■
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ひ
ま
わ
り
塾
第
9
期
生
の
募
集
ほ
か

．迩この広報紙は再生紙を使用しています。
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なるまちを…く璽だれもが住んでみた

市民による市民のための個性豊かなまちづくりを進め、だれもが安心して暮らせる、

　安らぎの中に豊かさとゆとりが実感できる日向市の実現に向かって取り組みます。

今
月
号
で
は
、
市
長
か
ら
公
表
さ
れ
た
平
成
1
3
年
度
の
重
点
施
策
に
つ
い
て
、
予
算
項
目
こ
と
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総
郵
船

◇
市
制
施
行
5
0
周
年
記
念
事
業

1
1
市
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た

個
人
・
団
体
を
た
た
え
、
5
0
周

年
を
市
民
と
と
も
に
祝
福
し
、

市
の
新
た
な
飛
躍
と
発
展
を
祈

念
す
る
た
め
、
記
念
式
典
を
開

催
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
参
加

の
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
記

念
事
業
を
実
施
し
、
市
民
意
識

の
高
揚
と
2
1
世
紀
の
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。

◇
日
向
市
・
浦
添
市
学
童
集
団

疎
開
交
流
事
業
1
1
戦
争
の
な

い
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
希
求

し
、
学
童
集
団
疎
開
の
史
実
を

後
世
に
語
り
継
い
で
い
く
た

め
、
記
念
碑
を
建
立
し
ま
す
。

◇
」
R
南
日
向
駅
ホ
ー
ム
段
差

解
消
1
1
駅
の
ホ
ー
ム
を
か
さ
上

げ
し
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
行
い
、

利
用
し
や
す
い
も
の
と
し
ま
す
。

◇
お
倉
ケ
浜
動
植
物
デ
ー
タ
ブ

ッ
ク
作
成
1
1
平
成
9
年
度
か
ら

ヒ、ま

1
1
年
度
に
か
け
て
実
施
し
ま
し

た
お
倉
ケ
浜
自
然
環
境
調
査
の

報
告
書
を
も
と
に
デ
ー
タ
ブ
ッ

ク
を
作
成
し
、
小
中
学
生
の
学

習
教
材
と
し
て
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

◇
発
展
基
盤
整
備
事
業
1
1
事
務

の
効
率
化
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
・
職
員
の
意
識
改
革
を
図

る
庁
内
L
A
N
構
築
の
た
め
、

市
関
連
施
設
を
相
互
に
接
続
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
機
器
の
整

備
を
図
り
ま
す
。

◇
人
権
啓
発
の
推
進
1
1
策
定
し

た
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連

10

N
」
日
向
市
行
動
計
画
を
も

と
に
、
指
導
者
至
福
子
等
を
作

成
し
、
具
体
的
な
計
画
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

◇
女
性
行
政
1
1
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
推
進
ル
ー
ム
を
文

化
交
流
セ
ン
タ
ー
に
移
転
し
、

事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◇
友
好
都
市
隠
坊
市
と
の
交
流

畔
市
民
交
流
団
及
び
市
職
員
研

修
団
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、

雛
坊
市
か
ら
の
訪
日
団
を
受
け

入
れ
、
引
き
続
き
友
好
を
深
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
経
済
交

流
に
つ
い
て
も
推
進
を
図
り
ま

す
。◇
行
政
改
革
睡
地
方
分
権
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
簡
素
で
効
率
的

な
行
政
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、

事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、

積
極
的
か
つ
着
実
な
推
進
を
図

り
ま
す
。

衛
生
費

◇
健
康
づ
く
り
1
1
2
1
世
紀
の
日

向
市
民
が
健
や
か
で
心
豊
か
に

生
活
で
き
る
活
力
あ
る
社
会
と

す
る
た
め
、
ま
た
、
健
康
づ
く

り
運
動
を
効
果
的
に
推
進
す
る

た
め
に
、
「
健
康
日
本
2
1
」
行

動
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

◇
保
健
・
医
療
1
1
日
向
地
区
小

児
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
運
営
事

業
、
病
院
群
輪
番
制
病
院
運
営

事
業
、
在
宅
当
番
医
制
運
営
事

業
、
在
宅
歯
科
訪
問
診
療
事
業
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を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も

に
、
日
向
地
区
小
児
夜
間
急
患

セ
ン
タ
ー
の
2
4
時
間
体
制
の
早

期
整
備
に
つ
い
て
取
り
組
み
ま

す
。◇
母
子
保
健
事
業
1
1
乳
幼
児
・

妊
産
婦
の
健
康
診
査
等
に
引
き

続
き
取
り
組
み
ま
す
。

◇
成
人
・
老
人
保
健
事
業
目
引

き
続
き
各
種
検
診
事
業
の
受
診

率
向
k
に
取
り
組
む
ほ
か
、
生

活
習
慣
病
の
知
識
と
予
防
方
法

等
に
つ
い
て
は
健
康
づ
く
り
推

進
員
と
の
連
携
の
も
と
市
民
啓

発
を
推
進
し
ま
す
。

◇
こ
み
処
理
対
策
1
1
簡
易
包
装

普
及
・
過
剰
レ
ジ
袋
お
断
り
・

買
い
物
袋
持
参
の
「
3
つ
の
買

い
物
運
動
」
を
市
民
運
動
と
し

て
展
開
し
、
ご
み
減
量
に
対
す

る
市
民
及
び
事
業
所
の
意
識
の

高
揚
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
安

全
で
効
率
的
な
循
環
型
の
社
会

シ
ス
テ
ム
を
形
成
す
る
た
め
、

「
ご
み
処
理
基
本
計
画
」
の
策

定
に
取
り
組
み
ま
す
。

◇
合
併
処
理
浄
化
槽
1
1
補
助
対

象
を
5
0
人
槽
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

民
生
費

◇
障
害
者
福
祉
1
1
身
体
障
害
者

の
自
立
促
進
、
生
活
の
改
善
、

身
体
機
能
の
維
持
向
h
を
図
る

た
め
、
身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
等
を
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
人
に
や
さ
し

い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル

地
区
整
備
計
画
を
策
定
し
、
今

後
こ
の
計
画
に
沿
っ
て
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

◇
高
齢
者
福
祉
1
1
家
族
介
護
支

援
特
別
事
業
に
、
寝
具
類
洗
濯

乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
事
業
や
家

族
介
護
慰
労
事
業
、
家
族
介
護

用
品
支
給
事
業
等
を
追
加
し
て

実
施
し
ま
す
、
ま
た
、
高
齢
者

ク
ラ
ブ
い
き
い
き
バ
ス
事
業
を

実
施
し
、
同
ク
ラ
ブ
の
活
性
化

や
研
修
等
を
目
的
に
し
た
民
間

バ
ス
利
用
に
対
し
助
成
を
行
い

ま
す
。

◇
在
宅
福
祉
1
1
生
活
支
援
型
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
や

生
き
が
い
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
、
地
域
住
民
グ
ル
ー
プ

支
援
事
業
等
を
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
介

護
予
防
事
業
と
し
て
、
寝
た
き

り
予
防
の
た
め
の
転
倒
骨
折
予

防
教
室
や
高
齢
者
食
生
活
改
善

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

◇
児
童
福
祉
1
1
子
育
て
と
就
労

の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
、
保

育
所
に
通
所
中
の
児
童
が
病
気

回
復
期
に
あ
っ
て
集
団
保
育
の

困
難
な
時
期
に
、
一
時
的
に
預

か
る
乳
幼
児
健
康
支
援
一
時
預

か
り
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
少
子
化
、
核
家
族
化
が
進

C
行
ず
る
中
で
、
子
供
を
安
心
し

て
生
み
育
て
、
社
会
全
体
で
子

育
て
を
支
援
す
る
諸
施
策
を
計

画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
「
（
仮

称
）
日
向
市
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
ま
す
。

農
林
水
産
業
費

◇
農
業
の
振
興
“
転
作
の
支
援

や
農
業
施
設
設
置
の
促
進
、
野

菜
産
地
育
成
対
策
、
農
林
業
振

興
対
策
協
議
会
等
へ
の
助
成
を

引
き
続
き
行
い
ま
す
。

◇
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交

付
金
事
業
1
1
中
山
間
地
域
等
の

農
業
農
村
に
あ
る
多
面
的
機
能

を
確
保
し
、
市
民
の
豊
か
な
暮

ら
し
を
守
る
目
的
で
直
接
支
払

い
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

◇
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
改

訂
事
業
1
1
優
良
農
地
を
良
好
な

状
態
で
確
保
す
る
目
的
で
策
定

さ
れ
て
い
る
農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
を
、
昨
年
実
施
し
た
基

礎
調
査
を
分
析
し
改
訂
し
ま
す
。

◇
新
・
平
兵
衛
酢
振
興
対
策
1
1

園
地
台
帳
の
整
備
を
行
う
ほ
か
、

新
製
品
の
開
発
を
委
託
し
ま
す
。

◇
2
1
世
紀
を
担
う
む
ら
づ
く
り

事
業
1
1
田
の
原
地
区
の
営
農
研

修
セ
ン
タ
ー
建
設
に
助
成
し
ま

す
。◇
環
境
と
調
和
し
た
畜
産
経
営

推
進
緊
急
対
策
事
業
1
1
環
境
汚

①だれもが利用しやすいホームとする

ため段差解消を行う」R南日向駅　②子

供たちの健やかな成長を願い実施して

いる1歳児健康相談　③農業用水及び

上水道の安定水量の確保を図るため整

備基本計画を策定する富島幹線水路

④地元住民の事業拠点として集会所を

建設する細島東部住環境整備事業

丁丁　扉翰渦
④
z
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蒙だれもが住んでみたくなるまちを…

染
防
止
と
家
畜
排
せ
つ
物
の
有

効
利
用
を
図
る
た
め
、
た
い
肥

舎
の
整
備
に
助
成
し
ま
す
。

◇
農
業
の
基
盤
整
備
1
1
農
村
総

合
整
備
事
業
や
後
畑
地
区
ふ
る

さ
と
農
道
緊
急
整
備
事
業
、
県

単
久
保
地
区
農
道
整
備
事
業
の

農
道
整
備
を
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
農
業
用
水
及
び

上
水
道
の
安
定
水
量
の
確
保
を

図
る
た
め
、
富
島
幹
線
水
路
整

備
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

◇
林
業
の
振
翼
1
1
山
口
支
払
線

林
道
開
設
事
業
、
塩
見
谷
・
土

々
呂
内
線
林
道
改
良
事
業
、
ふ

る
さ
と
林
道
緊
急
整
備
事
業
等

を
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
県
単
林
道
等
改
良
事
業
、

県
単
山
村
整
備
作
業
路
開
設
事

業
、
ら
く
ら
く
伐
出
路
整
備
事

業
に
つ
い
て
、
助
成
の
拡
大
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
耳
川
流
域

森
林
資
源
の
維
持
増
進
、
木
材

加
工
、
乾
燥
材
供
給
等
の
木
材

関
連
産
業
の
中
核
と
な
る
耳
川

広
域
森
林
組
合
が
行
う
管
理

棟
、
乾
燥
施
設
の
整
備
に
助
成

し
ま
す
。

◇
水
産
業
の
振
興
1
1
種
子
島
周

辺
漁
業
対
策
事
業
と
県
単
漁
業

振
興
特
別
対
策
事
業
に
よ
り
、

漁
家
経
営
の
安
定
と
組
合
員
間

の
交
流
の
促
進
、
技
術
向
上
、

福
祉
の
向
上
及
び
水
産
業
全
体

の
振
興
を
図
る
た
め
、
漁
業
研

ρ

修
施
設
設
置
事
業
に
助
成
し
ま

す
。
ま
た
、
漁
業
及
び
漁
村
の

理
解
と
関
心
を
深
め
る
た
め
、

小
学
校
の
校
外
体
験
学
習
や
港

ほ
そ
し
ま
夕
や
け
市
を
実
施
す

る
事
業
に
助
成
し
ま
す
。

土
木
費

◇
日
向
市
駅
周
辺
土
地
区
画
整

理
事
業
1
1
減
価
補
償
金
に
相
当

す
る
土
地
の
先
行
取
得
、
仮
換

地
指
定
、
駅
隣
接
地
区
の
建
物

移
転
等
を
実
施
し
、
関
連
す
る

商
業
集
団
化
事
業
及
び
鉄
道
高

架
化
事
業
と
の
連
携
を
取
り
な

が
ら
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

◇
日
向
地
区
連
続
立
体
交
差
事

業
1
1
県
に
よ
り
高
架
一
般
部
及

び
田
部
の
詳
細
設
計
、
用
地
取

得
、
振
動
調
査
等
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

◇
財
光
寺
南
土
地
区
画
整
理
事

業
N
木
原
都
市
下
水
路
、
赤
岩

通
線
及
び
財
光
寺
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
の
関
連
区
画
を
中

心
に
、
家
屋
移
転
、
道
路
築
造

等
を
行
い
ま
す
。

◇
日
向
南
町
土
地
区
画
整
理
事

業
1
1
地
区
内
の
家
屋
移
転
、
幹

線
・
区
画
街
路
整
備
、
宅
地
造

成
及
び
排
水
路
整
備
を
実
施
し

ま
す
。

◇
都
市
計
画
街
路
事
業
目
下
ケ

浜
通
線
改
良
事
業
の
道
路
築
造

を
引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、

日
知
屋
財
光
寺
通
線
の
永
江
・

江
良
工
区
の
道
路
改
良
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
国
道
1
0
号
か

ら
県
道
土
々
呂
日
向
線
ま
で
の

財
光
寺
工
区
に
つ
い
て
は
、
路

線
測
量
及
び
実
施
設
計
を
行
い

ま
す
。

◇
細
島
東
部
住
環
境
整
備
事
業

1
1
引
き
続
き
道
路
整
備
を
中
心

に
事
業
を
推
進
し
、
建
物
移
転

及
び
地
元
住
民
の
事
業
拠
点
と

し
て
集
会
所
を
建
設
し
ま
す
。

◇
港
湾
振
興
1
一
よ
り
利
用
し
や

す
い
港
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
ポ
ー
ト

セ
ー
ル
ス
協
議
会
を
は
じ
め
関

係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、

港
湾
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

教
育
費

◇
学
校
教
程
1
1
塩
見
小
学
校
の

耐
震
補
強
工
事
及
び
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
、
校
内
L
A
N
、
空
調

設
備
の
整
備
な
ど
大
規
模
改
造

事
業
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、

岩
脇
中
学
校
の
校
長
住
宅
の
建

て
替
え
を
行
い
ま
す
。

◇
情
報
教
育
の
推
進
1
1
指
導
に

携
わ
る
教
職
員
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
活
用
能
力
、
技
能
の
向
上
を

図
る
た
め
、
日
知
屋
小
学
校
の

余
裕
教
室
に
「
情
報
教
育
研
修

室
」
を
設
置
し
ま
す
。

冑

⑤耐震補強工事やバリアフリー化など

大規模改造事業を実施する塩見小学

校　⑥急増する救急需要に的確に対処

するため整備される消防施設　⑦平成

13年度中の早期の完成を目指す多目的

機能を有する全天候型運動施設（模型）

特集　平成13年度市政の基本方針と重点施策

K

◇
教
育
資
金
融
資
貸
付
金
1
1
利

用
者
の
活
用
、
利
便
性
を
考
慮

し
、
元
金
返
済
据
え
置
き
、
返

済
期
間
の
延
長
に
つ
い
て
改
善

を
図
り
ま
す
。

◇
社
会
教
育
1
1
市
民
…
人
ひ
と

り
が
充
実
し
た
人
生
を
送
り
、

心
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
青
少
年

健
全
育
成
事
業
や
生
涯
学
習
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
I
T
普

及
国
民
運
動
と
し
て
、
国
の
助

成
を
受
け
て
市
民
を
対
象
に
I

T
講
習
の
講
座
を
開
設
し
ま
す
。

な
お
、
（
仮
称
）
大
王
谷
公
民
館

及
び
児
童
館
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

◇
図
書
館
運
営
1
1
図
書
館
業
務

ス
タ
ッ
フ
を
充
実
さ
せ
、
市
民

へ
の
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

◇
文
化
財
保
護
1
1
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
保
存
整
備
事
業

や
妙
国
寺
庭
園
整
備
事
業
等
を

引
き
続
き
推
進
し
、
保
存
、
活

用
を
図
り
ま
す
。

◇
社
会
体
育
の
振
興
1
1
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
各
種
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
各
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
等
の
一
層
の
振
興
を
図
り

ま
す
。
併
せ
て
、
だ
れ
も
が
行

う
こ
と
の
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
活
動
と
す
る
た
め
、
指
導
者

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
2
0
0

1
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
を
実

施
し
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
お

け
る
意
識
の
高
揚
と
情
報
発
信

を
進
め
ま
す
。
な
お
、
多
目
的

　
　
く

機
能
を
有
す
る
全
天
候
昌
運
動

施
設
建
設
に
つ
い
て
は
、
早
期

の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

◇
学
校
給
食
共
同
調
理
場
一
1
安

全
衛
生
対
策
の
た
め
、
施
設
の

改
善
工
事
や
殺
菌
用
備
品
等
の

導
入
を
計
画
的
に
整
備
し
ま
す
。

消
防
費

◇
消
防
行
政
1
1
急
増
す
る
救
急

需
．
要
に
的
確
に
対
処
す
る
た
め

救
急
救
命
七
の
養
成
を
図
る
と

と
も
に
、
医
療
機
関
と
の
連
携

強
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
高

規
格
救
急
車
及
び
高
度
救
命
処

置
資
機
材
、
化
学
防
護
服
を
整

備
す
る
ほ
か
、
消
防
訓
練
広
場

の
ト
イ
レ
新
設
、
消
防
機
庫
の

改
築
等
を
行
い
ま
す
。

「

商工費
魅力ある商店街を目指して

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
R
促
は
戒
め
す
企
路
な
て

◇
に
M
し
が
し
を
し
ブ
◇
市
5
加
て
を
P
を
◇
市
た
ま
◇
道
長
し
区
に
◇
業
し
光
し
の
の
た

〉商工業振興＝中心市街地の振興

ついては、まちづくり機関（T

lO）を中心に地元商業者と連携

て、国・県等の施策を活用しな

書ら魅力ある商店街づくりを促進

ます。また、中小企業の活性化

促進するため、製造業を対象に

た（仮称）日向市製造業ガイド

“ックを作成します。

〉世界アマチュア囲碁選手権戦＝

1四型行50周年記念事業として

8の国と地域から代表選手が参

1する囲碁大会を開きます。併せ

’、地域交流事業、国際交流事業

実施し、本市を全国、全世界へ

Rするとともに、市民との交流
．促進します。

・はまぐり碁石産業＝大韓民国の

場動向調査を行い、販売促進の

．めのマーケティングに取り組み

企業誘致；細島港や細島4区内

路の整備、東九州自動車道の延

など企業立地環境が着実に充実

てきていることから、細島1
・4区の未利用工業用地の活用

向けて、なお一層努力します。

観光振興＝温泉利用施設整備事

では、施設のシンボル的設備と

て、自然エネルギー利用の太陽

発電と風力発電装置を追加整備

ます。また、お倉ケ浜海水浴場

優れた観光資源を生かした一層

観光振興と地域の活性化を図る

め、基本計画を策定します。

5



3難度険診離発表
◎個別検診医療機関で受診してください。（要予約）

保存版

実施期間レ平成13年4月～平成14年3月30日

　　　　　　　　　　　（日・祝祭日を除く）
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対象者 料金（一次検査のみ） ・内　　　容 お　願　い　事　頂

基本健康診査
40歳以上 2100円 問診・身体計測・血圧

ｪ定・検尿・心電図・

潔t検査・内科診察70歳以上 無　　料

・朝食をとらずに午前中のうち

@に受診してください。

ｦ市民税非課税世帯の人（要証明書）

大腸がん検診
30歳以上 1100円 採便を2日間行います。

ﾜす、医療機関窓口で容

墲�烽轤ﾁてください。

・便の保管は必ず冷蔵庫に。・便は午前中に医療機関に届け

ﾄください。70歳以上 300円

子宮がん検診
30歳以上 1700円．

・集団検診を受ける人は、受診
ﾅきません。70歳以上 200円

乳がん検診
30歳以上 700円

70歳以上 300円

　各検診とも年に1回しか受診できません。

　胃がん・子宮がんの集団検診は、対象地区ことに地区回覧で申し込みを募ります。結核集団検診は、広
報ひゆうが9月号でお知らせします。詳しくは、市民健康管理センター（盈内線2181）へ。

対　象　者 料　金 内　　　容 お　願　い　事　項

婦人健康診査 19歳～39歳の女性 400円

問診・血液検査・

沐A・血圧測定・

g体計測・診察

朝食をとらすに午前中のうちに受
fしてください。妊娠中、産子1

N以内の人は、受診できません。

鄭⊃畠

　老齢基礎年金を受けられる年齢は65歳ですが、60

歳以後希望する年齢から受けることもできます。こ

の場合、受け取りの開始年齢が64歳以前の人は滅額

され、66歳以降の人は増額されます，

　平成13年4月からこの繰り上げ減額率、繰り下げ

増額率が変更されます。新しい率の対象となる人は、

昭和16年4月2日以降に生まれた人です。

　なお、一度受け取りを開始した年金の減額、増額

の割合は、一生変わりません。

　詳しくは、市民課年金係（倉内線2137）へ。

弔電

7

検診実施医療機関一覧表

大腸がん 乳がん
医療機関名 電話番号

基本健

N診査 一次検責 精密検査
町彫がん

一次検査 精密検査

婦人健

N診査
備　　考

・　駐 55－0600

医心 55－0157

今　　医 54－2459

隔　　　　　医 52－2936

穆胃腸科医 52－5338

平形　　　医 52－337

医 53－6333 月～金午前［P）

甲 53－5000

黒　医 52－6055

ろき胃腸奉・ 55－0505

o亀 @リニツ 52－5488

胃　・ 52－8118

54－6801

陽　リニック 56－0030

52－2409

田丙 52－7111

天　　医 53－8910

二　医 54－4468

賀岡　　医 52－5407 午’4　で
三股病 58－0034

ロ［B　リニツ 55－0770

ロ　医 52－4046

田丙 52－0011

’辺 57－1011

永田　　　参医 52－3388

田　　　　医 53－7788

田　婦　柱医院 52－2950

次の5つのことに注意して請求してください。

　●一度請求すると、後日の取り消しはできません。

　●年金の支払いは、請求した月の翌月分からとな

　　ります。

　●繰り上げ請求すると、障害基礎年金の請求はで

　　きません。

　●寡婦年金の受給権をもっている人が繰り上げ請

　　求すると、寡婦年金が受けられなくなります。

　●遺族厚生（共済）年金受給者が繰り．ヒげ請求す

　　ると、どちらか．…つしか受けられません。

※このページは、切り取って分かりやすいところに張っておきましょう。

〈新増減率〉※昭和16年4月2日以降生まれの人

　　　　　　　　　　　　　　　　65歳で受け取る年金額を100％として

増額率
　　　　　　　　　　　　　　　　755．goo円　　8Q4，200円

：：：　　［「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　66歳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　65歳始年齢

一
　
　
　
　
　
開
齢

率　562，900円

@　　70％

　　　　　659，400円611，100円

@　　　　　82％　76％

70ア600

@88％
94％

一

7
．

60歳　　　61歳　　　62歳　　　63歳　　　64歳

@　　（1か月0．5％ずつの減額として計算）

939，300円

1，006，800円

142％
871700円

　　　　　　133．6％125．2％

108．4％

116．8％

一

，　　　　．

　　　　　　1，074，400円1，141，900円

67歳　　　68歳　　　69歳　　　70歳

1か月0．7％ずつの増額として計算）

　　　　　　　　　　　　　　　　　※端数整理のため100円の護差が生じる場合があります。

●請求・申し出時の1か月ごとの年齢に応じて増減します。

〈旧増減率〉※昭和16年4月1日以前生まれの人

　　　　　　　　　　　　　　　65歳で受け取る年金額を100％として　　　　　　　　　　　　　1．511、900円

増額率

需　始年齢

715，70Q円　　8041200円

　　　　［］

　　　　　　65歳

@　　　　　　　　　　　　　　　1．318．900円 188％

1，150，0DO円 164％

1，013，300円

143％
900，700円

　　　　　126％

P12％

F

響 ．

66歳　　　67歳　　　68歳　　　69歳　　　70歳

　　　　　　　　　　　　　　※端数整理のため100円の誤差が生じる場合があります．

●老齢厚生（共済）年金受給者が繰り上げ請求すると、老齢厚生（共済）
　年金は支給停止となります。’

●繰り上げ受給中に厚生年金等に加入した場合は、支給停止となります。
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8

公
民
協
働
の
ま
ち

　
日
向
市
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

2
月
2
0
日
、
市
中
央
公
民
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
日
向
市
ま
ち
づ

く
り
1
0
0
人
委
員
会
市
民
講
演
会
と

し
て
、
東
京
都
三
鷹
市
の
「
み
た
か
市

民
プ
ラ
ン
2
1
会
議
」
代
表
・
宮
川
齊
さ

ん
の
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
宮
川
さ
ん
は
、
「
三
鷹
市
に
お
け
る

市
民
会
議
の
活
動
と
ま
ち
づ
く
り
」
と

い
う
演
題
で
講
演
。
市
民
2
1
会
議
と
の市民参加のまちづくりについてのパネルディスカッション

づ
く
り
を
学
ぶ

　
　
日
向
市
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

出
会
い
か
ら
現
在
の
総
合
計
画
策
定
ま

で
を
紹
介
し
な
が
ら
、
「
プ
ラ
ン
を
作

っ
て
市
長
に
提
出
し
た
ら
活
動
は
終
わ

り
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
議
会
で
承
認

さ
れ
る
ま
で
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
自
分
た
ち
が
作
っ
た
計
画
だ

か
ら
こ
そ
、
そ
の
施
策
に
関
心
を
持
つ

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、

佐
藤
寿
美
N
H
K
宮
崎
放
送
局
長
が
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る
中
、
み
た

か
市
民
プ
ラ
ン
2
1
会
議
か
ら
宮
川
齊
さ

ん
と
本
山
幸
彦
さ
ん
、
日
向
市
ま
ち
づ

、
・
…
●
●
●
●
●
■
■
■
●
●
●
■
■
●
●
●
●
●
●
O
O
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
■
●
●
●
●
●
．
●
O
O
O
・
O
O
O
●
●
・

●…　　　．．o■●●●●●oo●●●●●●■●●■●●●●●●●●■oo●●■●

　災害発生時に相互協力
D

濃三園と鐸国璽羅li簾撚難羅鰍

1欝1灘麟難llll

うそご

茜学
；ぶ

↓
ム

，

市長鮪想

謝
文
化
の
息
吹

⑩llI本係

　
市
民
待
望
の
文
化
交
流
セ
ン
タ

ー
が
開
館
し
た
の
が
1
1
年
前
の
平

成
2
年
－
月
で
し
た
。
果
た
し
て
、

市
民
の
文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て

運
営
・
管
理
が
適
正
に
行
わ
れ
る

の
か
と
気
に
か
け
て
お
り
ま
し
た
。

　
そ
う
い
う
中
、
日
向
市
文
化
連

盟
が
、
本
市
の
文
化
向
上
を
願
い
、

行
政
、
文
化
団
体
及
び
．
般
市
民

が
一
堂
に
会
し
、
文
化
行
政
活
動

の
在
り
方
に
つ
い
て
相
互
理
解
を

深
め
、
真
の
文
化
振
興
を
図
ろ
う

と
、
第
－
回
日
向
市
文
化
懇
談
会

を
開
き
ま
し
た
。

　
基
調
提
案
は
、
①
文
化
施
設
の

運
営
・
活
用
。
②
文
化
団
体
の
活

動
の
在
り
方
。
4
人
の
パ
ネ
ラ
ー

か
ら
貴
重
な
提
案
が
あ
り
、
会
場

の
み
な
さ
ん
と
活
発
な
意
見
交
換

も
あ
り
ま
し
た
。
と
て
も
有
意
義

な
懇
談
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
新
世
紀
は
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て

心
豊
か
な
市
民
生
活
を
実
現
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
こ
の

日
、
日
向
市
に
新
し
い
文
化
の
息

吹
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
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駅で県産材の利用促進をPR

　市は2月24日、畜産材の需要拡大を図るた

め、地域住宅資材利用促進事業キャンペーンを

日向市駅で実施しました。当日は、山本市長や

森林組合員、日向地区木材振興会の会員らが午

後4時13分日向市濫発・博多行特急にちりん

シーガイア12号の乗降客にパンフレットと木

工品を手渡して県産山をPRしました。

　また、日向市駅には、2月19日目ら3月16

日まで「みやざきの家の模型」や森林・木材に

関するパネル、木工製品なども展示され、駅の

利用者の関心を集めていました。

・●o…　　　●●●o●●●●●●■■●●●●●●●●○○●．．…　　　●●●…

　
市
は
2
月
2
6
唱
い
つ
塩
視
の
水
月
寺
に

あ
る
木
造
地
蔵
菩
薩
坐
像
一
体
を
市
の

有
形
文
化
財
（
彫
刻
）
と
し
て
指
定
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
指
定
文
化
財
と

し
て
1
9
番
目
、
有
形
文
化
財
の
彫
刻
と

し
て
5
番
目
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
指
定
さ
れ
た
木
造
地
蔵
菩
薩
坐

像
は
、
高
さ
1
0
1
㎝
、
幅
5
2
㎝
で
、

材
質
は
ひ
の
き
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

頭
部
及
び
体
部
と
も
、
前
後
二
材
を
組

み
合
わ
せ
て
彫
ら
れ
、
中
幽
く
り
ぬ
か

れ
て
い
ま
す
。
首
に
は
ほ
ぞ
が
あ
り
、

胴
鉢
に
組
み
鍾
乃
つ
に
な
っ
て
い
る

ほ
か
、
玉
眼
と
白
毫
（
眉
間
に
あ
っ
て

光
を
放
つ
と
い
う
毛
）
に
は
水
晶
が
は

め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
像
は
、
昨
年
6
月
か
ら
1
0
月
に

か
け
て
所
有
者
に
よ
る
修
理
が
行
わ
れ

て
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
全
体
の
均
整
が
と
れ
、
衣

の
文
様
の
彫
り
、
仕
上
げ
が
と
も
に
流

麗
か
つ
丁
寧
で
背
面
処
理
も
手
抜
き
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
頭
部
や
体
部
、

衣
の
文
様
、
持
ち
物
、
手
の
組
み
方
に

至
る
ま
で
し
っ
か
り
と
し
た
仏
像
の
知

識
に
支
え
ら
れ
た
う
え
で
製
作
さ
れ
、

技
術
的
に
も
優
れ
た
作
品
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
仏
像
の
製
作
年
代
は
、
こ
れ
ら
の
特

徴
か
ら
中
世
半
ば
（
室
町
時
代
）
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
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㊥
校
の
名
盤
需
の
誇
り

　
日
向
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
は
2

月
2
6
日
、
第
4
回
高
校
セ
ブ
ン

ズ
（
7
人
制
）
ラ
グ
ビ
ー
選
手

権
大
会
の
出
場
報
告
の
た
め
、

市
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。
同
校

は
、
2
月
に
行
わ
れ
た
県
予
選

大
会
で
優
勝
し
、
県
代
表
の
座

を
つ
か
み
ま
し
た
。

　
市
長
室
を
訪
れ
た
の
は
、
猪

碕
俊
二
校
長
を
は
じ
め
、
矢
野

義
明
監
督
、
大
石
哲
郎
主
将
ら

2
年
生
選
手
5
人
。

　
大
石
主
将
は
、
「
全
国
に
恥

じ
な
い
プ
レ
ー
で
、
全
力
を
尽

く
し
て
き
ま
す
」
と
抱
負
を
述

べ
ま
し
た
。

市長室を訪れた日向高校ラグビー部のみなさん

　
　
ま
た
、
財
光
寺
中
学
校
の
男

子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
男

女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
県
大
会

　
で
そ
れ
ぞ
れ
準
優
勝
、
優
勝
、

－
準
優
勝
の
成
績
を
残
し
、
九
州

大
会
に
出
場
し
ま
す
。
ま
た
、

柔
道
部
の
山
田
芳
博
さ
ん
（
2

年
）
と
林
田
洗
己
さ
ん
（
同
）

も
県
大
会
で
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
、

準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
九
州
大
会
出
場
報
告
及
び
入

賞
報
告
の
た
め
3
月
2
日
、
市

長
室
を
訪
れ
た
選
手
ら
に
、
山

本
市
長
は
「
母
校
の
名
誉
で
あ

り
　
日
向
市
の
誇
り
で
す
」
と

栄
誉
を
た
た
え
ま
し
た
。

じ

九州大会での活躍を誓う財光寺中学校のみなさん

㊦
気
な
毒
づ
く
り
を
目
芒
て

　
元
気
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
「
日

向
南
部
地
区
公
開
討
論
会
」
が
2
月
2
4

日
、
美
々
津
中
学
校
体
育
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
政
に
積
極
的
に

参
画
し
自
分
た
ち
の
声
を
反
映
さ
せ
る

と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
「
自
覚
」
と

「
誇
り
」
を
発
信
し
て
目
的
意
識
の
確

立
を
図
ろ
う
と
、
市
南
部
振
興
会
が
主

催
し
た
も
の
で
す
。

　
討
論
会
で
は
、
元
参
議
院
議
員
の
野

別
隆
俊
さ
ん
の
講
演
や
「
私
た
ち
が
で

き
る
元
気
な
地
域
振
興
と
は
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
討
論
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

0
び
き
び
と
火
災
防
御
課

ミ¢

　
平
成
1
3
年
富
高
地
区
火
災
防
御
訓
練

が
3
月
－
日
、
富
高
保
育
園
付
近
で
行

わ
れ
、
自
主
防
災
会
や
地
元
消
防
団
な

ど
約
1
8
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
最
悪
の
気
象
条
件
の
も
と

火
災
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
実
施
。

参
加
者
は
、
き
び
き
び
と
し
た
動
作
で

初
期
消
火
、
指
揮
・
命
令
伝
達
、
救
護

活
動
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
西
川
内
区
自
主
防
災
会
は
、

訓
練
に
先
立
ち
消
火
器
の
取
り
扱
い
訓

練
を
行
い
、
正
し
い
消
火
器
の
取
り
扱

い
方
を
学
び
し
ま
し
た
。

曲
や

r

①
世
紀
の
呂
路
で
躍
を
竸
う

日向ひょっとこ羅ラリP
　
瑠
」
．

■広報紙に掲載された写真を差し上げます。

　希鑑する人は、市総務課（君内線2234）まで。
’

‘

　
第
7
回
日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
マ
ラ
ン
ン

ー
N
日
向
岬
が
3
月
1
1
日
、
お
倉
ケ
浜

総
合
公
園
周
辺
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今

年
も
市
内
外
か
ら
8
5
2
人
が
参
加
。

新
世
紀
の
日
向
路
で
健
脚
を
競
い
合
い

ま
し
た
。
ま
た
、
招
待
選
手
と
し
て
旭

化
成
の
小
島
宗
幸
選
手
も
参
加
し
、
沿

道
か
ら
盛
ん
な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
民
ラ
ン
ナ
ー
の
主
な
結
果
は
、
次

の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
・
順
不
同
）
。

◇
2
㎞
1
1
小
学
4
年
男
子
／
②
興
椙
一

馬
、
③
木
村
亮
介
、
小
学
6
年
男
子
／

②
那
須
翔
平
、
③
新
名
洋
二
、
小
学
4

年
女
子
／
①
那
須
萌
美
、
②
小
高
摩
美
、

③
沖
江
寿
理
、
小
学
6
年
女
子
／
①
杉

原
美
織
、
②
児
玉
直
子
、
③
杉
原
伊
織

◇
5
㎞
1
1
高
校
男
子
／
②
佐
藤
賢
太
朗
、

③
村
田
昭
夫
、
｝
般
男
子
2
9
歳
以
下
／

①
山
崎
明
人
、
一
般
男
子
6
0
歳
代
／
①

宮
本
東
、
一
般
男
エ
J
7
0
歳
以
上
／
②
松

本
國
春
、
中
学
女
子
／
②
杉
原
詩
織
、

③
木
村
香
菜
、
高
校
女
エ
J
／
③
緒
方
美

樹
、
一
般
女
子
6
0
歳
代
／
②
菅
原
静
子
、

一
般
女
子
7
0
歳
以
上
／
①
黒
木
チ
エ
子

◇
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部
1
1
高
校
男
子

／
①
三
浦
久
知
、
一
般
男
子
2
9
歳
以
下

／
①
松
葉
広
司
、
③
赤
木
満
秀
、
一
般

男
子
5
0
歳
代
／
②
黒
木
徳
雄
、
一
般
女

子
3
0
歳
代
／
②
椎
葉
真
理
、
③
江
藤
清

美
、
一
般
女
子
5
0
歳
代
／
②
越
智
晴
美
、

一
般
女
子
6
0
歳
代
／
①
黒
木
喜
美
子

0
綾
の
文
化
盃
書
き

’

　
日
向
市
文
化
連
盟
文
化
懇
談
会
が
3

月
3
日
、
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
文
化
連
盟
や
文
化
団
体
の
会
員

ら
約
1
1
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
行
政
・
文
化
団
体
及
び
一
般
市

民
が
文
化
行
政
、
活
動
の
あ
り
方
に
つ

い
て
懇
談
し
、
相
互
理
解
を
得
て
文
化

振
興
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
懇
談
会
で
は
、
「
文
化
施
設
の
運
営
・

活
用
」
「
文
化
団
体
の
活
動
の
あ
り
方
」

の
2
点
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

の
4
人
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

0
れ
か
ら
さ
ら
籍
饗
抱
い
て

　
平
成
1
3
年
日
向
市
「
還
暦
式
」
が
3

月
4
日
、
市
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。
平
成
1
2
年
度
、
還
暦
を
迎
え
た

人
は
、
男
性
3
6
0
人
、
女
性
4
2
4

人
の
計
7
8
4
人
で
す
。

　
式
で
は
、
還
暦
者
を
代
表
し
て
松
口

購
一
さ
ん
、
佐
代
子
さ
ん
夫
妻
（
花
ケ

丘
）
が
生
涯
現
役
証
書
を
受
け
取
り
、

黒
木
武
敏
さ
ん
（
曽
根
町
）
が
「
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
さ
ら
に
希
望
を
抱
い

て
、
一
日
一
日
を
大
事
に
生
き
る
よ
う

心
掛
け
な
が
ら
前
向
き
に
生
き
て
い
き

ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
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無 言
　「情報伝言板」は、皆さんの自

主的な活動を応援するコーナーで　’

す。サークル活動などの会員募集

やイベントなどの情報をお寄せく

ださい。営利や政治・宗教活動を

目的としたものはお断りします。

　原稿は、毎月1日までに市総務

課（容内線2234）へ。ただし、

紙面のスペースの関係上、掲載で

きない場合があります。

■松竹洋裁学校からのお知らせ

　松竹洋裁学校では、「いきいき

生涯趣味の教室」を開設すること

になりました。どなたでも、いっ

からでも受講できます。この機会
にぜひ、ご利用ください。

《アメリカンフラワー教室》

◇日時＝毎週木曜日（午前10時～

午後3時）

◇受講料＝1作品にっき2000

円（材料代を除く）

《洋裁リフォーム教室》

◇日時＝毎週月・水・金（昼間

部／午前10時～午後3時、夜間

部／午後7時～9時）

◇受講料＝昼間部／10000円、

夜間部／8000円（いずれも月額）

◎申し込み・問い合わせば、松竹

洋裁学校（含54－2253）へ。

圏平成13年度大学等就職説明会

◇日時＝5月2日（水）午前10時

～午後4時（午前9時受付開始）

◇会場＝シーガイアワールドコン

ベンションセンターサミット4階

サミットホール

◇対象＝大学、短期大学、高等専

門学校、専修学校等の平成13年3

月卒業者及び平成14年3月卒業予

定者

◇出席企業＝大学等新卒者の採用

予定の県内企業100社

◇参加料＝無料（要履歴書）

◇問い合わせ先＝宮崎労働局職業
安定課（雪0985－38－8823）

生涯学習・生きがいづくりの強い味方

人材バンク11］佃きら（めき八

①指導分野／高齢者の生きがい講座

②住所・連絡先／江良町容54－9202

③指導曜日・時間／相談のうえ

④謝礼金／無料

⑤送迎／要

⑥メッセージを一言／日知屋公民館の

「若返り健康教室」の講師をしていて、

各高齢者クラブ等から要請があると、

市内はもちろん、入髪地区へも行きま

す。「くよくよせずに、年を忘れて、

笑って楽しい人生を送ろうじゃないか」

ということをいつも提唱しています。

ρ　　　　　　　　　　し
日高明美さん（63歳）

　
　
◇
◇
◇
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
◇
◇
◇

　
「
私
が
最
近
読
ん
だ
お
す
す
め
の
一
冊
」
の
コ
ー
ナ
ー

に
つ
い
て
は
、
今
月
号
を
も
っ
て
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
こ
の
1
年
間
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の
こ
協
力
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
さ
て
、
来
月
号

か
ら
は
、
『
図
書
館
・
あ
・
ら
・
か
・
る
・
と
』
と
し
て
、

図
書
館
に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

柏田利彦さん（86歳）

欝？蕪瀧明君52．。314適

③指導曜日・時間／相談のうえ
④謝礼金／相談のうえ（材料代等が必要）

⑤送迎／不要

⑥メッセージを一言／中央公民館の自

主学習グループで、手芸を教えていま

すが、最近は「編みぐるみ」などをや

っています。また、高齢者大学やスポ

ーツ教室などに積極的に参加し、学習

や交流を深め、自分で役に立つことが

あればやっていきたいと思います。

わ
た
し
の
お
す
す
め
の
一
冊

蟹
細

動
ロ
　
義
男
さ
ん

　
　
（
7
4
歳
囲
二
手
）

　
私
た
ち
の
医
療
費
は
、
年
々
増

加
し
、
国
民
健
康
保
険
の
財
政
は

悪
化
し
て
い
ま
す
。
平
成
1
2
年
4

月
に
は
、
多
く
の
問
題
を
抱
え
な

が
ら
、
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
医
療

問
題
を
考
え
る
と
き
、
3
0
0
年

前
に
書
か
れ
た
「
養
生
訓
」
は
参

考
に
な
り
ま
す
。

噛
（

みんなの広場

ガ・マ

　
今
は
亡
き
祖
母
と
の
思
い
出
が
鮮
や

か
に
よ
み
が
え
っ
た
の
は
、
多
分
バ
ス

停
で
見
た
不
快
な
老
人
と
そ
の
孫
の
せ

い
だ
ろ
う
。
長
い
列
に
加
わ
る
こ
と
を

せ
ず
、
割
り
込
ん
で
乗
っ
た
そ
の
老
人

の
姿
は
醜
悪
だ
っ
た
。
何
よ
り
、
孫
の

日
の
前
で
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か

信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
私
の
後
ろ
に
い

た
学
生
風
の
若
い
男
が
「
世
も
末
だ
よ

な
」
と
吐
き
捨
て
る
よ
う
に
つ
ぶ
や
い

た
。　
小
学
校
高
学
年
と
い
う
年
ご
ろ
の
、

こ
の
老
人
の
孫
は
祖
父
か
ら
何
を
学
ぶ

の
だ
ろ
う
。
そ
う
思
う
と
私
は
背
筋
が

寒
く
な
り
、
得
意
げ
に
座
席
を
占
領
し

て
い
る
老
人
と
孫
を
ま
と
も
に
見
る
気

ほ瀧＿㊥
久
保
庭

美
加
さ
ん

　
　
　
（
3
7
歳
…
北
町
出
身
）

　
今
月
号
は
、
首
都
圏
在
住
の
ふ

る
さ
と
大
使
に
、
故
郷
・
日
向
市

に
対
す
る
思
い
出
を
寄
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。心

の
遺
産

軋も’

が
し
な
か
っ
た
。

　
前
述
の
祖
母
は
父
の
母
で
あ
る
。
リ

ウ
マ
チ
持
ち
の
祖
母
は
長
い
間
寝
た
き

り
だ
っ
た
。
あ
る
初
夏
の
日
、
私
が
捕

ら
え
た
ト
ン
ボ
を
祖
母
に
見
せ
に
い
っ

た
の
は
、
多
分
た
だ
の
気
ま
ぐ
れ
だ
っ

た
と
思
う
。
布
団
か
ら
半
身
を
起
こ
し

た
祖
母
は
静
か
に
ほ
ほ
笑
ん
で
言
っ
た
。

　
「
ト
ン
ボ
を
捕
る
と
、
字
を
よ
う
覚

え
ん
な
つ
ど
。
放
し
ち
ゃ
れ
」
。
も
ち

ろ
ん
た
だ
の
迷
信
な
の
は
子
供
の
私
に

も
分
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
来
ト

ン
ボ
を
捕
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。

　
祖
母
は
「
ト
ン
ボ
は
益
虫
だ
か
ら
捕

っ
て
は
い
け
な
い
」
と
戒
め
る
と
同
時

に
弱
者
へ
の
い
た
わ
り
や
自
然
へ
の
畏

敬
を
も
教
え
よ
う
と
し
た
の
だ
と
思

う
。
そ
れ
に
し
て
も
「
字
を
覚
え
ら
れ

な
く
な
る
」
と
は
何
と
不
思
議
な
戒
め

だ
ろ
う
。
ロ
マ
ン
す
ら
感
じ
る
。
そ
れ

が
祖
母
の
作
り
話
な
の
か
、
そ
れ
と
も

言
い
伝
え
な
の
か
は
も
う
知
る
由
も
な

い
が
、
3
0
年
が
過
ぎ
て
も
、
し
っ
か
り

私
の
脳
裏
に
刻
み
付
け
ら
れ
て
い
る
。

目
に
は
見
え
な
い
が
、
祖
母
か
ら
も
ら

っ
た
大
切
な
遺
産
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
形
で
残
す
も
の
だ
け
が
遺
産
だ
け
で

は
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
未
来
に
残
さ
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
は
「
心
の
遺
産
」

な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
最
近
の
若
年

層
の
犯
罪
や
荒
れ
る
学
校
教
育
な
ど
の

問
題
を
見
聞
き
し
、
ま
す
ま
す
強
く
そ

う
思
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
原
文
の
ま
ま
掲
載
｝

坂ロ　佳代さん（22歳＝広見》

　千歳ホームで経理を担当して

います。まだ、勤め始めたばか

りなので、早く一人前になって、

ばりばり仕事をしたいと張り切

っています。まとまった休みが

取れたら、ショッピングや温泉

旅行に行きたいですね。

り

巴
ご

，

いきいき
　　　　青春トーク

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
み
な
さ
ん
の

近
所
の
若
者
や
職
場
の
ホ
ー
プ
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
紹
介
し
た
い
人
が
い
る

か
た
は
、
市
総
務
課
（
盈
内
線
2
2
3

4
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、

自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
人
は
、
広
報

係
が
写
真
を
撮
り
に
う
か
が
い
ま
す
。

久義　一隆さん（27歳：切島山2）

　心身障害者更生施設白浜学園

で、生活指導員として入所者の

口常生活をサポートしています。

　昨年は、ひまわり塾でまちづ

くりについて学びました。この

経験をこれからの仕事や生活に

生かしていきたいと思います。
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日
向
市
都
市
計
画
響
議
会
委
員

諮
問
に
応
じ
審
議
し
ま
す

　
市
は
、
日
向
市
の
都
市
計
画

に
つ
い
て
審
議
す
る
都
市
計
画

審
議
会
委
員
を
広
く
市
民
の
中

か
ら
募
集
し
ま
す
。

　
都
市
計
画
審
議
会
は
、
都
市

計
画
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
審
議
し

答
申
し
ま
す
。

◇
募
集
人
員
1
1
男
女
各
1
人

◇
募
集
期
間
1
1
4
月
6
日
（
金
）

～
2
0
貝
金
）

◇
応
募
方
法
門
市
都
市
計
画
課

及
び
各
支
所
に
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
ま
た
は
は
が
き
に
、
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
市

都
市
計
画
課
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

◇
応
募
資
格
1
1
①
市
内
に
住
民

登
録
し
、
引
き
続
き
3
か
月
以

上
居
住
し
て
い
る
人
。
②
4
月

1
日
現
在
で
満
2
0
歳
以
上
の

人
。
③
日
向
市
の
都
市
計
画
に

関
心
の
あ
る
人
。

◇
選
任
方
法
1
1
①
申
込
者
多
数

の
場
合
は
、
公
開
抽
選
を
行
い

ま
す
。
②
委
員
候
補
者
2
人
の

ほ
か
に
男
女
各
－
人
の
補
欠
候

補
者
を
選
出
し
ま
す
。
③
公
開

抽
選
は
、
4
月
2
7
日
（
金
）
午
前

9
時
か
ら
市
都
市
計
画
課
で
行

い
、
抽
選
立
ち
会
い
を
応
募
者

の
中
か
ら
2
人
選
出
し
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
先
1
1
市
都
市
計

画
課
（
燈
内
線
2
6
1
3
）

ひ
ま
わ
り
塾
の
第
9
期
生

あ
な
た
も
ま
ち
づ
く
り

リ
ー
ダ
ー
に

生
年
月
日
・
住
所
・
勤
務
先
・

電
話
番
号
、
②
抱
負
、
③
小
論

文
（
例
・
口
内
市
の
活
性
化
に

あ
た
っ
て
の
課
題
、
こ
ん
な
ま

ち
に
住
み
た
い
等
）
を
記
入
の

う
え
、
市
企
画
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
定
員
1
1
2
0
人
程
度

◇
応
募
期
限
1
1
4
月
2
0
日
（
金
）

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
幽
門
市

企
画
課
（
燈
内
線
2
2
1
8
）

ひ
ま
わ
り
基
金
の
利
用
団
体

応
援
し
ま
す

あ
な
た
の
ま
ち
づ
く
り

市
は
、
み
な
さ
ん
の
自
主
的

え
付
け
の
申
請
書
に
、
事
業
計

画
書
及
び
予
算
豊
富
を
添
付
し

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
助
成
額
の
決
定
1
1
市
ひ
ま
わ

り
基
金
事
業
推
進
協
議
会
で
審

査
し
、
決
定
し
ま
す
。

◇
募
集
期
間
1
1
4
月
1
0
日
（
火

～
5
月
1
5
日
（
火
）

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
1
1
市

企
画
課
（
雪
内
線
2
2
1
8
）

　
市
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
リ
ー

ダ
ー
を
養
成
す
る
「
ひ
ま
わ
り

塾
」
の
塾
生
を
募
集
し
ま
す
。

塾
で
は
、
毎
月
－
回
の
定
例
講

座
や
意
見
交
換
会
、
先
進
事
例

の
視
察
な
ど
を
行
い
、
ま
ち
づ

く
り
の
理
念
や
日
向
市
活
性
化

の
施
策
等
に
つ
い
て
学
習
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
応
募
資
格
一
①
本
市
に
居
住

ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
お
お
む

ね
4
5
歳
ま
で
の
人
、
②
ま
ち
づ

く
り
に
関
心
が
あ
り
、
終
了
後

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
で
き
る

人
、
③
1
年
間
を
通
し
て
講
座

に
参
加
で
き
る
人

◇
応
募
方
法
1
1
市
企
画
課
に
備

え
付
け
の
申
込
書
に
①
氏
名
・

1雪

な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
応
援
す

る
た
め
に
「
ひ
ま
わ
り
基
金
助

成
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
考
え
て

い
る
み
な
さ
ん
、
資
金
不
足
で

お
悩
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
．

　
「
ひ
ま
わ
り
基
金
」
を
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
1
1
市
内
の
民
主
的
団
体

や
市
民
1
0
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

が
行
う
ま
ち
づ
く
り
事
業

◇
助
成
額
1
1
事
業
費
の
最
高
2

分
の
一
の
額
（
飲
食
費
、
役
員

手
当
等
を
除
く
最
高
5
0
万
円
）

◇
応
募
方
法
1
1
市
企
画
課
に
備

日
向
市
l
T
講
習
の
受
購
生

　
未
経
験
者
も
安
1
9
な

　
パ
ソ
コ
ン
講
習
で
す

　
今
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、

I
T
（
情
報
通
信
技
術
）
の
急

速
な
進
展
に
伴
い
、
急
激
に
変

化
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
市
は
「
日

向
市
I
T
講
習
」
と
し
て
、
市

民
の
み
な
さ
ん
が
I
T
に
十
分

対
応
で
き
る
よ
う
、
学
校
な
ど

の
公
共
施
設
や
民
間
の
パ
ソ
コ

ン
教
室
な
ど
を
利
用
し
て
、
I

T
に
関
す
る
基
礎
技
能
を
習
得

す
る
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

　
今
回
募
集
す
る
の
は
、
平
成

13

N
5
月
か
ら
1
1
月
ま
で
に
計

画
さ
れ
て
い
る
3
期
分
の
講
習

会
の
う
ち
、
第
－
期
と
な
る
5

月
、
6
月
分
で
す
。
第
2
期
、

4
月
の
柑
談

ぼしゅう

◇
交
通
事
故
巡
回
相
談

　
と
　
き
■
4
月
2
0
日
（
金
）

　
　
　
　
1
0
“
3
0
～
1
4
…
3
0

　
と
こ
ろ
■
中
央
公
民
館

◇
法
律
相
談
（
要
予
約
）

　
と
　
き
■
4
月
1
2
日
（
木
）

　
と
こ
ろ
□
社
会
福
祉
協
議
会

　
申
込
先
□
雪
5
2
1
1
0
1
0

◇
年
金
巡
回
相
談

　
と
　
き
■
4
月
1
0
日
目
火
）

　
　
　
　
0
“
0
～
5
”
0

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む

　
と
こ
ろ
■
青
少
年
ホ
ー
ム

◇
心
当
障
害
者
相
談

　
と
　
き
■
4
月
9
日
（
月
）

　
　
　
　
0
．
0
～
2
”
0

　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
む

　
と
こ
ろ
■
身
体
障
害
者
セ
ン

　
　
タ
i
（
實
5
2
i
5
4
3
4
）

「
市
民
の
声
ポ
ス
ト
」

　
市
は
、
市
政
に
対
す
る
み
な

さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
等
を

お
聞
き
す
る
た
め
、
市
民
の
声

ポ
ス
ト
を
庁
舎
玄
関
に
備
え
付

け
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
質
問
者

に
直
接
回
答
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
意
見
等
に
は
、

必
ず
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
等

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

＠1…身元調査・断・勘を推進・て

第
3
期
の
講
習
会
に
つ
い
て
は

後
日
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
パ

ソ
コ
ン
に
ふ
れ
た
こ
と
の
な
い

人
で
も
安
心
し
て
受
講
で
き
る

内
容
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◇
日
程
及
び
会
場
1
1
二
講
座
が

12

條
ﾔ
の
講
習
で
、
申
込
用
紙

に
添
付
し
て
あ
る
日
程
表
の
中

か
ら
希
望
す
る
コ
ー
ス
及
び
会

場
が
選
べ
ま
す
。

◇
応
募
資
格
1
1
市
内
に
居
住
ま

た
は
勤
務
す
る
2
0
歳
以
上
の
人

※
原
則
と
し
て
、
一
人
一
講
座

の
受
講
と
し
ま
す
。

◇
定
員
1
1
5
月
・
6
月
受
講
分

／
6
4
0
人

◇
受
講
内
容
囲
パ
ソ
コ
ン
の
基

本
操
作
、
文
書
の
作
成
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
電
子
メ
ー
ル
の

操
作
な
ど
入
門
程
度

◇
受
講
料
1
1
無
料

◇
申
込
方
法
1
1
所
定
の
申
込
用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　■　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　■　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　■　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　『　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　幽　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　一　　　一　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　一　　　　一　　　一　一　　　　一　　　　一

一

紙
（
市
社
会
教
育
課
、
市
民
課

窓
口
、
中
央
公
民
館
、
地
区
公

民
館
に
備
え
付
け
る
ほ
か
、
新

聞
折
り
込
み
も
し
ま
す
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
4
月

13

冾
ﾜ
で
に
市
社
会
教
育
課
へ

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
（
必
着
の
こ
と
）
。
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
先
1
1
市
社
会
教

育
課
（
雪
内
線
2
4
2
3
）

4月分

この社会あなたの税が生きている

市
民
毒
口
の
利
用
者

4月の納期

国民年金保険料

　
収
穫
の
喜
び
を

　
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　
市
は
、
市
民
農
園
と
し
て
畑

を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
プ
ラ

ン
タ
ー
栽
培
や
鉢
植
え
栽
培
で

は
物
足
り
な
い
と
い
う
人
、
自

分
で
作
っ
た
野
菜
が
食
べ
た
い

と
い
う
人
、
草
花
が
好
き
だ
が

自
宅
で
は
栽
培
で
き
な
い
と
い

う
人
な
ど
は
、
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◇
場
所
1
1
財
光
寺
六
反
田

◇
区
画
面
積
1
1
1
区
画
／
4
・

5
m
×
5
・
O
m

◇
使
用
料
1
1
年
3
0
0
0
円

◇
応
募
資
格
1
1
市
内
在
住
の
人

◇
募
集
区
画
1
1
若
干
数

◇
申
込
期
限
目
4
月
2
0
日
（
金
V

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
と
し
ま
す
。

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
陛
市

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　■　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　r　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　冒　　　　一　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　－　　　　一　　　　冒　　　　　r　　　　〒　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　■　　　　■　　　　一　一　　　　一　　　　■一　　　　一　　　　一

農
林
水
産
課
（
實
内
線
2
3
1

3
）

一
　
專
田
干
理
師
・
隅
理
技
能
士
試
験

　
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図
る

　
調
理
師
の
み
な
さ
ん
ヘ

　
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図
る
調

理
師
の
み
な
さ
ん
の
国
家
資
格

と
し
て
1
9
年
前
に
設
け
ら
れ
た

の
が
、
「
専
門
調
理
師
」
「
調
理

技
能
士
」
で
す
。

　
こ
の
専
門
調
理
師
・
調
理
技

能
士
の
国
家
試
験
は
毎
年
、
前

期
と
後
期
に
分
け
て
実
施
さ

れ
、
前
期
は
「
す
し
料
理
、
中

国
料
理
及
び
給
食
用
特
殊
料

理
」
、
後
期
は
「
日
本
料
理
、

西
洋
料
理
及
び
麺
料
理
」
に
つ

い
て
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
試
験
は
、
学
科
と
実
技
で
、

合
格
者
に
は
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
「
専
門
調
理
師
認
定
証
書
」
、

「
調
理
技
能
検
定
合
格
証
書
」

が
交
付
さ
れ
、
調
理
師
学
校
の

教
員
資
格
も
与
え
ら
れ
ま
す
。

　
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し

て
い
る
調
理
師
の
み
な
さ
ん
、

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
前
期
の
試
験
は
、
4
月
1
6
日

か
ら
5
月
1
1
日
目
で
受
け
付
け

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
㈲
調
理
技
術
技

能
セ
ン
タ
ー
（
8
0
3
1
3
5
8

4
1
1
9
3
1
）
へ
。

あなた ﾏ震器会i税金一［1メモi轡ぎ窒Q＆A
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　「男の子は活発で積極的に、：　　加入手続きはお早めに！　　：Q．国民年金保険料を前納した
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

女の子はやさしく素直に」と性：　社会保険を離脱した場合は、：いのですが？
別で子育てをしていませんか。　：早急に「国民健康保険」への加：A．平成13年度の国民年金保険
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　子供は、無限の可能性をもつ：入手続きをしてください（任意：料は、月額13300円です。

ています。性別でなく個性を尊：継続などは除く）。　　　　　　：これを4月に1年分前納すると
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

旧する育て方をしたいものです。：　無保険の状態が続き、さかの：156770円となり、283
　今や学校での家庭科は、男女：ぼって加入すると、最高で3年：0円の割引がありお得です。
　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の必修科目になりました。「男：分の保険税が課税されます。　　：　国民年金保険料の前納を希望
の子に家庭科は必要？1こんな：　《加入手続きに必要なもの》　＝する人は、4月27日までに金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

声も聞こえてきそうですが、毎：①社会保険を離脱したことが証：融機関または年金係で納付して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日の生活にとって家庭科の知識・明できる書類　　　　　　　　・ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

と技術が大変役に立ちます。家i③家族の中に、国民健康保険にi　また、口座振替を利用してい

庭生活にかかわる基礎を学び、：加入している人がいれば、国民＝る人で前納を希望する場合は、

生活面の自立を学習する家庭科：健康保険証　　　　　　　　　＝4月13日までに年金係へご連絡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

は、男女ともに必要です。　　　：③印鑑　　　　　　　　　　　＝ください。

0120－86－4388）■市民なんでも相談ホットライン（隠55－9111
75
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一
　
花
づ
く
り
の
モ
デ
ル
団
体
等

　
挑
戦
し
ま
せ
ん
か

　
花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち

　
日
向
市
花
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会
で
は
、
花

い
っ
ぱ
い
運
動
を
モ
デ
ル
的
に

実
施
す
る
団
体
等
を
募
集
し
ま

す
。
認
定
さ
れ
た
団
体
等
の
花

づ
く
り
に
対
し
て
は
、
経
費
の

「
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
手
で
、
花
い
っ

ぱ
い
の
ま
ち
を
つ
く
り
ま
せ
ん

か
，◇
募
集
団
体
ロ
自
治
公
民
館
、

民
主
的
な
団
体
、
商
店
会
、
ま

ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
、
企
業
な

ど
1
0
団
体

◇
応
募
方
法
開
5
月
3
1
日
ま
で

に
、
市
都
市
計
画
課
花
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
室
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

花見もいいけど…星見もね

　「春の星を見る会」を開きます。一
緒に春の空を見上げてみませんか？
◇日時；4月24日（火）午後7時～

◇会場＝お倉ケ浜海水浴場駐車場

◇必要なもの＝持っている人は、天体
望遠鏡、星図など。

※曇天・雨天の場合は中止。詳しくは、
市中央公民館（a53－6867）へ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　冒　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　7　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　■　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　冒　　　　一　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　冒
　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　一　　　　一　一　　　　－　　　　一

◇
問
い
合
わ
せ
先
け
花
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
室
（
費
内
線
2
6

1
9
）

宮
嫡
県
農
業
実
践
塾
の
塾
生

　
新
た
に
農
業
を

　
始
め
る
人
へ

　
県
は
、
宮
崎
農
業
実
践
塾
の

塾
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
新
た
に
農
業
を
始
め
よ

う
と
す
る
人
を
対
象
に
、
農
業

に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
実
践

的
に
習
得
し
て
も
ら
お
う
と
す

る
も
の
で
す
。

◇
募
集
内
容
闘
入
門
コ
ー
ス
／

就
農
に
必
要
な
基
礎
的
な
技
術

を
修
得
、
実
践
コ
ー
ス
／
1
年

間
ま
た
は
半
年
間
、
就
農
に
必

要
な
実
践
的
な
技
術
を
修
得

◇
日
程
1
1
入
門
コ
ー
ス
／
1
回

目
・
平
成
1
3
年
9
月
の
毎
週
日

曜
日
ま
た
は
2
回
目
・
平
成
1
4

年
2
月
2
4
目
か
ら
3
月
ま
で
の

毎
週
日
曜
日
（
い
ず
れ
も
全
5

日
間
）
、
実
践
コ
ー
ス
／
平
成

13

N
7
月
－
日
～
平
成
1
4
年
6

月
2
5
目
（
半
年
間
受
講
の
人
は

別
途
相
談
）

◇
会
場
1
1
宮
崎
県
立
農
業
大
学

校
（
高
鍋
町
）

◇
応
募
方
法
u
市
農
林
水
産
課

に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
宮
崎

県
立
農
業
大
学
校
農
業
総
合
研

蔭1
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一　　　　一　　　　一

修
セ
ン
タ
ー
（
費
0
9
8
3
1

23

|
7
4
4
7
）
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

◇
募
集
期
間
1
1
入
門
コ
ー
ス
／

1
回
目
・
平
成
1
3
年
7
月
－
日

～
平
成
1
3
年
8
月
1
0
日
、
2
回

目
・
平
成
1
3
年
1
1
月
1
5
日
～
平

成
1
3
年
1
2
月
2
0
日
、
実
践
コ
ー

ス
／
平
成
1
3
年
3
月
－
日
～
平

成
1
3
年
4
月
1
5
日

◇
問
い
合
わ
せ
先
一
1
市
農
林
水

産
課
（
倉
内
線
2
3
1
3
）

一
　
ヤ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ウ
イ
ン
グ
九
州
2
0
0
1

　
九
州
の
歯
間
と
と
も
に

　
国
際
的
視
野
を
広
め
よ
う

　
県
は
、
ヤ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
ウ
ィ
ン
グ
九
州
2
0
0
1

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
九
州
の
青
年
を
海

外
に
派
遣
し
、
国
際
的
視
野
を

広
め
、
研
修
活
動
や
規
律
あ
る

団
体
生
活
を
通
し
て
心
身
の
高

揚
を
図
り
、
た
く
ま
し
い
九
州

青
年
を
育
成
す
る
も
の
で
す
。

◇
訪
問
先
け
大
韓
民
国
及
び
中

華
人
民
共
和
国

◇
期
間
1
1
8
月
1
8
日
（
土
）
～
2
6

日
（
日
）
の
9
日
間

◇
活
動
内
容
1
1
訪
問
国
青
年
と

の
交
流
会
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、

万
里
の
長
城
の
参
観
な
ど

※
訪
問
地
活
動
に
備
え
て
の
事

前
研
修
が
行
わ
れ
ま
す
。

痛隼角雷翁葦簾8貫亨毒へ撃盛£　　　　　　　20010向市

え課10込途前券0儲るの班ら年集
付ま日方負・　’円金男青長294人
置准ま津旭募獲。詔峯劣孟墓厚早

宮（悪戯齢まつ吻広場
　あ乏びにきてね　まってるよ’

日時4月29日（日）
　　　午前9時～12時

会場市中央公民館・交流広場
●動・植物広場（ウサギ・ヤギ・花苗など）

●体験コーナー　●お店コーナー
●ハイハイ競争　　　ヨーヨー’風船’くじ引き

●試食コーナー　裟己畠　　　　　　　　　　　　　おかし・　　　　　　　　　　　　　　　ポール

●お楽しみオンステージ
　　1回目／午前9時30分～10時丁5分

　　2回目／午前11時～11時45分

　　　　※一部の販売品は有料となります。

λ
場
無
料

◇
募
集
人
員
1
1
一
般
団
員
／
平

成
1
3
年
4
月
－
口
現
在
、
満
2
0

歳
か
ら
2
9
歳
ま
で
の
男
女
各
1
4

人
、
班
長
／
満
3
0
歳
か
ら
3
9
歳

ま
で
の
青
少
年
指
導
の
経
験
を

有
す
る
男
女
各
－
人

◇
負
担
金
1
1
一
般
団
員
／
7
3

0
0
0
円
、
班
長
／
免
除

※
旅
券
、
旅
行
傷
害
保
険
、
県

内
事
前
・
事
後
研
修
参
加
費
等

は
別
途
負
担
と
な
り
ま
す
。

◇
申
込
方
法
1
1
4
月
2
日
か
ら

5
月
1
0
日
ま
で
に
、
県
女
性
青

少
年
課
ま
た
は
市
社
会
教
育
課

に
備
え
付
け
の
参
加
申
込
書
で

覧
し
・
．

日向市保育協議会・日向市
日知屋保育所侮52－2703）

●主　　　催
●お問い合わせ先

一
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
◇
問
い
合
わ
せ
先
1
1
県
女
性
青

「
少
年
課
（
容
0
9
8
5
－
2
6
1

…
7
0
4
1
）

…
「
　
　
6

…

菌
叢
薄

…
宮
崎
、
都
城
、
延
岡
の
運
転

…
免
許
セ
ン
タ
ー
で
運
転
免
許
証

τ
の
更
新
乎
続
き
を
す
る
場
合
、

■市政に関するニュース・行事等は市政テレホンサービス（君52－2000）へ

ぼしゅう・おしらせ

4
月
－
日
か
ら
免
許
用
写
真
の

提
出
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
警
察
署
で
更
新
申

請
手
続
き
を
す
る
場
合
や
新
し

く
免
許
を
申
請
す
る
場
合
、
再

交
付
申
請
・
住
所
変
更
届
・
国

際
免
許
申
請
を
す
る
場
合
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
免
許
用
写
真

の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
延
岡
運
転
免
許

セ
ン
タ
ー
（
雪
0
9
8
2
1
3
3

－
9
9
9
9
）
へ
。

　
視
力
を
低
下
さ
せ
る

　
危
険
性
が
あ
り
ま
す

　
レ
ー
ザ
ー
ポ
そ
ン
タ
ー
は
通

常
、
講
演
会
等
に
お
い
て
指
示

翻
一
算

へ
、

…　
棒
の
代
わ
り
に
用
い
ら
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
る
も
の
で
す
が
、
最
近
、
キ
ー

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
ホ
ル
ダ
ー
や
ペ
ン
型
な
ど
の
製

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
品
が
子
供
の
遊
び
道
具
と
し
て

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
に

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
カ
プ
セ
ル
玩
具
、
ク
レ
ー
ン
型

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
ゲ
ー
ム
機
、
通
信
販
売
な
ど
で

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
多
い
よ
う
で
す
。

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
こ
の
レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
ー

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
の
レ
ー
ザ
ー
光
は
、
そ
の
強
さ

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
に
よ
っ
て
目
や
皮
膚
に
障
害
を

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
、
特
に
目

｝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
に
光
が
入
る
と
視
力
が
低
下
す

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
る
な
ど
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
り
、
レ

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
ー
は
、
消
費

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
生
活
用
製
品
安
全
法
の
特
別
特

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

一
定
製
品
に
指
定
さ
れ
、
平
成
1
3
「

年
3
月
－
日
か
ら
玩
具
用
の
レ

ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
ー
の
販
売
が

禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
文
具
（
事
務
用
品
）

専
用
と
認
め
ら
れ
る
製
品
で
安

全
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
．
P

S
C
マ
ー
ク
が
付
さ
れ
て
い
る
）

製
品
の
み
は
販
売
で
き
ま
す
。

　
レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
ー
の
販

売
及
び
取
り
扱
い
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。一

　
日
向
市
高
年
齢
者
職
業
相
談
室

　
5
5
歳
以
上
の
高
年
齢
者
の

　
就
職
相
談
や
職
業
紹
介
に

　
日
向
市
高
年
齢
者
職
業
相
談

室
は
、
日
向
市
、
ハ
ロ
ー
．
ワ
ー

ク
日
向
公
共
職
業
安
定
所
の
出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　－　　　　■　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　■　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　皿　　　■　　　　　　　　　7　　　　一　　　■　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　■
　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　一　　　　一　　　　一一　　　　一　　　　一一

　
　
’
o

張
窓
口
で
す
。
相
談
室
で
は
、

55

ﾎ
以
上
の
人
の
就
職
相
談
や

職
業
紹
介
、
企
業
の
求
人
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
日
向
市
高
年
齢

者
職
業
相
談
室
（
日
向
市
ワ
ー

ク
プ
ラ
ザ
2
階
・
實
5
2
1
2
3

5
3
＞
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

日
向
公
共
職
業
安
定
所
（
倉
5
2

1
4
1
3
1
）
へ
。

一施設組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
名
称
が
変
わ
り
ま
す

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
や
財
光
寺
汚

泥
処
理
場
の
事
務
を
行
っ
て
い

る
日
向
地
区
衛
生
施
設
組
合

　
は
、
4
月
－
日
か
ら
「
日
向
東

…　
臼
杵
南
部
広
域
連
合
」
に
な
り

一　ま
す
。

…　
　
広
域
連
合
で
は
、
こ
れ
ま
で

一　
施
設
組
合
が
行
っ
て
き
た
事
務

…　
に
加
え
、
「
火
葬
場
」
と
「
広

「　
域
最
終
処
分
場
」
の
事
務
も
行

…　
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
事
務
も
手

…　
続
き
方
法
や
料
金
等
は
、
こ
れ

…　
ま
で
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

…　
　
ま
た
、
死
亡
届
や
火
葬
場
の

「　
使
用
手
続
き
も
こ
れ
ま
で
ど
お

…　
り
市
民
課
窓
口
で
行
え
ま
す
、

…　
　
た
だ
し
、
火
葬
場
の
使
用
状

…　
況
の
問
い
合
わ
せ
ば
、
広
域
連

皿　
合
（
燈
5
3
1
3
4
0
1
V
で
お

…　
こ
た
え
し
ま
す
。

一　
詳
し
く
は
、
市
企
画
課
（
雪

…
冒
内
線
2
2
1
8
）
へ
。

特別児童扶養手当とは？

二二児童扶養手当は、重度の障害を持つ

歳未満の児童を看護・養育している父

，くは母、または養育者に対して支給さ

5手当です。

寸象となるのは、原則として身体障害者

匿1～3級、療育手帳AまたはB－1を

寺している児童です。

ヒた、手帳は保持していなくても、これ

二同程度以上の状態にある次のような児

）対象となります。

暑体の機能の障害または長期にわたる安

垂必要とする病状が身体障害者手帳1～

隻、療蕎手帳AまたはB－1と同程度以

＝認められる状態であって、日常生活が

ノい制限を受けるか、または日常生活に

ノい制限を加えることを必要とする程度

障害であって身体障害者手帳1～

育手帳AまたはB－1と同程度以

られる程度のもの

機能の障害もしくは病状または精

が重複する場合であって、その状

障害者手帳1～3級、療育手帳A

－1と同程度以上と認められる程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
療
め
の
害
体
B
の
し
受
を
呂
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認
い
い
の
神
、
認
体
言
身
は
も
だ
を
当
一
象

特
2
・
彪
対
陣
、
臨
港
箆
乱
議
簾
舞
劒
黎
動
た
謬
瀦
再
誕
藷

、次のような場合には、児童扶養

けることができません。

受けようとする父母等の前年の所

額以上の場合

童が各種福祉施設に入所して’いる

象児童が障害を理由とする年金を受給

いる場合

しくは市福祉事務所障害福祉係（歯内
174）へ。

手当を受けている人へ

　なお、現在、、特別児童扶養手当を受けて

いる人であっても、次のような場合には手

当を受ける資格がなくなりますので、届け

出る必要があります。

①対象児童が各種福祉施設に入所した場合

②離婚等により対象児童を監護・養育しな

くなった場合

③対象児童が死亡した場合

④手当を受けている人が死亡した場合

77
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伊織・薫（切島山1｝

q恥乳幼児健診

■3か月児健診＝日時／4月13日（金）、27日（金）、

対象／平成13年1月生まれ

■7か月児健診＝日時／4月20日頃金）、対象／平

成12年9月生まれ

■1歳児健康相談＝日時／4月10日（火）、対象／

平成12年3月生まれ

■1趣6か月児健診＝日時／4月12日（木）、対

象／平成ll年9月生まれ

■3歳児健診＝日時／4月6日（金）、対象／平成

9年9月生まれ

※受付時間は、3か月児・7か月児／午後1時～

1時30分、1歳6か月児・3歳児／午後1時～2

時、1歳児／午前9時30分～10時です。母子健康

手帳を忘れずに、市民健康管理センターへ。

儀すくすく教室
◇日時＝4月24日（火）午後2時～午後3時30分

◇対象＝生後6か月までの乳児を育児中のお父さ

ん、お母さん

◇内容＝①栄養士との離乳食作り・試食、②体重

測定・身長測定、③赤ちゃんの健康相談、④ママ

やパパ同士の交流会など

昭＝・沢子（向江町） 稔性・陽子（新財市）

◇会場＝市民｛建康管理センター

◇持参するもの＝母子健康手帳

※予約・参加料は、必要ありません。

q幽し赤ちゃんを連れて遊びに来ませんか

　市は、すくすく教室（生後6か月まで）を行っ

ていますが、4月から新たに育児中の保護者の仲

間づくりの場所として、市民健康管理センターを

開放することになりました。4月中の利用日時等
は次のとおりです。　　　　　　　　　　　　　「如3

◇日時＝毎週火曜日午後2時～3時30分（4月
3日、10日、17日、24日）

◇対象＝生後6か月以降の乳幼児を育児中の人

◇内容＝自主的な交流会

（」し健康まつりの発表会出場チーム募集

　平成13年度中に開催する「第6回健康まつり」

の午後の部でダンス等発表会に出場を希望するチ

ームを募集します。日ごろの練習の成果をステー

ジで発揮してみませんか。みなさんの参加をお待

ちしています。

◇日時＝6月17日（日）午前10時～

◇会場＝日向市文

化交流センター　　ヘルシークッキング

噸L4月の休日在宅医 ※事前にテレホンサービス
　　　（β53－1214）で確認をi

1日
千代田病院（内・外・整外・胃腸・リハ・皮・放・麻酔雪52－7111）

�c医院（産婦雪52－2950）瀧井病院（内・精神雪52－2409）

8日

二木医院（産婦・外・胃腸容54－4468）　協和病院（精神・神経

�T4－2806）吉田クリニック（内・循環雪55－0770）長田整形外

ﾈ（整形外科・リウ・リハ君63－0507）

15日

鮫島医院（整外852－8191）　吉森医院（内・胃腸・循環・呼吸

浮T2－4046）　永田医院（産婦實52－3388）　天生堂医院（内・整

O・麻酔・リハ燈53－8910）

22日
古賀内科胃腸科（内・胃腸歴52－8118）　大久保医院（外・胃腸

D52－5338）∈〕石病院（内・呼吸863－1365）

29日

向洋クリニック（泌尿盈52－5488）　田Φ病院（内・放・精神・神

o・リハ實63－2211）　日向内科（内・小児・胃腸含52－0880）篠

ｴ医院（産婦・肛容63－1059）

30日
浦上医院（内・外・胃腸含52－2936）康田医院（産婦容53－7788）

ｼ岡医院（内雪52－5407）沼田医院（皮盈52－3785）

　　とうふのサラダ
《材料・4人分》

木綿豆腐

ハム

キュウリ

リンゴ

マヨネーズ

すりこま

《作り方》

1／3丁

　　2枚

　　1本
1／4個

大さじ3

大さじ1

①とうふは、レンジで加熱

するか、ゆでて水気を切り
つぶす。

②ハムは千切り、リンゴは

いちょう切り、キュウリは

小さく切り塩少々をふり水
気を絞る。

③マヨネーズとこまを混
ぜ、材料をあえる。

エネルギー　　　144Kcal

塩分　　　　0．6g（1人分）

酔

侭．

尚美（権現原｝

三樹俊介くん
晋三・聡美（新生町）

◇応募資格＝1チーム10人以上

◇申込締切＝5月1口（火）

◇申込・問い合わせ先＝健康まつり実行委員会事

務局（雪内線2184）

昨
年
の
健
康
ま
つ
り
の
ス
発
表
会

　　q恥春の子宮がん集団検診日程

　　　　日
　　　4月24日午剛識量　2区公民館
　　　4月24日　　　日向コミュニティセンター
　　　4月25日生剛　　　公民
　　　4月25日　　　　　　の琢
　　　4月26日午剛往還公民
　　　4月26日　　　々津　人福　セン

　　◇受付時間＝午前9時～10時、午後1時～2時

　　◇対象＝30歳以上

　　◇料金＝600円

碍，　2月の広報で申し込んだ人には、はがきで案内

　　しますが、申し込んでいない人でも受診できます。

　　市民健康管理センターまでご連絡ください。

　　　なお、病・医院でも受診できますが、検診料金

　　等が異なりますので、7ページの各種検診のお知

　　らせを確認のうえ受診してください（検診は、い

　　ずれかを年に1回となっています）。

　　　また、財光寺・塩見・平岩・南部地区の胃がん

　　集団検診は5月末から6月初旬にかけて、富高・

　　新町・日知屋・細島地区の胃がん子宮がん集団検

　　診は10月に実施する予定です。

　　●し4月の献血日程

　　　～1
11　：30～13：00

13：30～16：30

　：30～10：30

　：00～12：00

　：30～16100
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テレホンサービス

二二　　’

ﾐ
實53－5857

日向市保育協議会　　　　へ

4／2（月） 5歳児は幼児期の完成期

～ 1）やることがしつかりしてくる
Q）家庭以外の人とつきあいを持つようになる

4／8（日） 3）大人らしくなってくる。しかし、まだ子供

4／9（月） 代っ子と食の役割

～
1）食べ物は体の糧

Q）食べ物は心の糧
4／15（日） 3）食べ物は文化を伝える

4／16（月） ’慢ずる心の育て方

～
1）我慢する心は、1～2歳ころまでに育てる

Q）我慢する心をどのように育τるか
4／22（日） 3）わがままな要求に負けない態度をとる

4／23（月） △本好きな子供にするには

～
1）絵本と子供

Q）絵本の与え方
4／29（日） 3）絵本選びのポイント

4／30（月） 供と遊びについて考える

～ 1）子供の成長に大切な遊び

Q）年齢と遊びの種類
5／6（日） 3）悪い遊び

2月中の交通事故

日向市分 （）内前月比
人身事故 死　亡　　負傷者　物損事故
42件 0人　　58人　　84件
（＋2） （±0）　　（十12）　　　（一6）

～止まって確認1無事故に挑戦～

日向市の桑果と世帯
（H13．3．1現在）

人　ロ 59，147人　〈一12＞

男 27，830人　〈＋2＞

女 31，317人　〈一14＞

世帯数 21，790世帯　〈＋2＞

転　入 151人　　転　出　169人

出　生 46人　　死　亡　　40人

面　積 117．43辰㎡
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㌔
郷
．
土
の
歴
史

　
お
倉
と
お
金
の
は
ま
ぐ
り
伝
説
で
知

ら
れ
る
金
ケ
浜
海
岸
に
隆
起
す
る
絶
景

の
岩
場
に
、
金
比
羅
宮
が
鎮
座
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
金
ケ
浜
の
坂
元
に
住

ん
で
い
る
白
川
健
一
さ
ん
の
先
代
・
白

川
音
次
郎
さ
ん
が
江
戸
時
代
（
1
8
4

5
年
ご
ろ
）
に
官
吏
と
し
て
当
地
に
赴

任
し
て
き
た
と
き
、
讃
岐
（
香
川
県
∀江戸時代に建立されたと伝えられる金ケ浜の金比羅さん

シ
リ
ー
ズ
ー
8

金
ケ
浜
の
金
比
羅
さ
ん

の
金
比
羅
さ
ん
の
御
神
体
を
受
け
て
来

て
、
ほ
こ
ら
を
つ
く
り
祭
っ
て
き
た
も

の
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
讃
岐
の
金
比
羅
宮
は
、
も
と
も
と
海

上
安
全
守
護
の
神
と
し
て
船
乗
り
の
信

仰
を
集
め
て
き
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
特

に
、
江
戸
時
代
以
後
盛
ん
に
な
り
、
航

海
神
の
ほ
か
農
業
神
、
生
業
の
守
護
神
、

さ
ら
に
は
疫
病
、
火
難
、
盗
難
よ
け
な

ど
多
彩
な
御
利
益
が
あ
る
と
伝
え
ら

れ
、
分
社
は
全
国
の
海
岸
や
漁
港
に
作

ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　
旧
暦
の
1
0
月
1
0
日
に
な
る
と
、
平
岩

神
社
の
一
番
太
夫
だ
っ
た
乱
曲
さ
ん
に

お
は
ら
い
を
し
て
も
ら
い
、
夕
方
に
は

人
々
が
集
ま
っ
て
、
清
め
の
宴
を
あ
げ

て
に
ぎ
わ
っ
た
と
言
い
ま
蹴
り
ぐ
い

　
当
時
の
白
川
家
は
、
「
一
里
杭
」
と

い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
、
「
一
里
杭
の
音

次
郎
ど
ん
」
と
、
呼
ば
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。
家
も
2
～
3
戸
し
か
な
い
寂
し

い
山
あ
い
だ
っ
た
一
里
杭
は
、
現
在
の

金
ケ
浜
の
原
地
区
で
、
今
は
3
0
数
戸
も

あ
り
ま
す
。
特
に
、
こ
こ
は
旧
豊
後
街

道
に
面
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
一
里
ご

と
（
約
4
㎞
）
に
杭
が
立
て
て
あ
っ
た

よ
う
で
す
。、

　
　
’

市
制
施
行
5
0
周
年
記
念
日
向
市
史
編
さ
ん
事
業

　
昔
、
こ
の
辺
り
を
行
き
来
し
た
人
々

は
、
耳
川
渡
し
で
幸
脇
を
通
り
、
辻

（
鳥
越
）
を
越
え
て
タ
ブ
峠
の
お
常
が

茶
に
着
き
、
こ
の
一
里
杭
を
経
て
、
砂

鉄
の
採
れ
た
砂
田
橋
に
出
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
砂
鉄
と
言
え
ば
、
昔
か
ら

こ
の
砂
田
川
下
流
で
よ
く
採
取
さ
れ
、

数
多
の
刀
鍛
治
が
住
ん
で
い
た
そ
う
で

す
。
金
ケ
浜
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
か
ら
原
地

区
一
帯
を
「
カ
ジ
ヤ
が
平
」
と
言
う
の

は
、
そ
の
こ
と
か
ら
つ
け
ら
れ
た
地
名

だ
と
言
わ
れ
ま
す
。

　
白
川
家
は
、
大
正
時
代
に
日
豊
本
線

の
鉄
道
工
事
に
か
か
り
、
現
在
地
に
移

転
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
家
の
す
ぐ
近
く

に
昔
か
ら
「
ウ
塚
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

塚
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
「
ウ

塚
」
は
、
籾
木
城
時
代
に
籾
木
殿
の
専

用
し
た
通
り
道
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
白
川
家
が
祭
っ
て
い
た
金
比
羅
さ
ん

も
、
戸
数
が
増
え
て
き
た
こ
と
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
し

今
で
は
原
地
区
の
氏
神
様
と
し
て
祭
祀

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
金
比
羅
さ
ん
は
、
今
日
も
ひ
っ
そ
り

と
し
た
岩
場
の
上
で
、
金
ケ
浜
に
遊
ぶ

多
く
の
サ
ー
フ
ァ
ー
た
ち
を
海
難
か
ら

守
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
市
史
編
さ
ん
室
（
君
内
線
2
2
3
6
）

で
は
、
日
向
の
歴
史
に
関
す
る
皆
さ
ん

か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

」

国
ず湘　　国養　琴
ζ＾油

繭
疹
、

’

日蕪
　□
9．、

演

　
先
日
、
熊
本
県
か
ら
8
人
の

広
報
担
当
者
が
、
日
向
市
に
視

察
に
訪
れ
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ

と
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
の
で
す
が
、
実
際
の
と
こ

ろ
勉
強
に
な
っ
た
の
は
私
の
方

で
し
た
。
人
と
の
出
会
い
は
、

本
当
に
自
分
自
身
を
元
気
に
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

　
春
は
、
新
し
い
社
会
へ
踏
み

出
す
第
一
歩
。
入
学
、
就
職
と

み
な
さ
ん
に
も
新
し
い
出
会
い

が
待
っ
て
い
ま
す
。
私
も
新
た

な
出
会
い
を
数
多
く
求
め
、
そ

の
中
で
も
ら
っ
た
元
気
を
、
広

報
を
通
し
て
み
な
さ
ん
に
伝
え

た
い
と
思
い
ま
す
。
　
《
矢
野
》

広報。吋う瀞
　　　　平成13年4月号

■編集／日向市役所総務課
　〒883－8555

　　日向市本町10番5号

　　80982－52－2111

■印嗣／藤麗写翼印励（株）


	中学校ではよろしくね

	特集―だれもがすんでみたくなるまちを・・・

	老齢基礎年金の繰り上げ減額率が変わります

	平成１３年度検診予定表―保存版
 
	公民協働のまちづくりを学ぶ―日向市まちづくりフォーラム

	災害発生時に相互協力

	市長随想―山本孫春―文化の息吹
	１９番目の文化財指定―水月寺の木造地蔵菩薩坐像

	駅で県産材の利用促進をPR
	平成１２年度コミュニティ助成事業―休憩施設と和太鼓を整備

	母校の名誉で市の誇り
	元気な地域づくりを目指して
	きびきびと火災防御訓練
	新世紀の日向路で健脚を競う

	今後の文化活動を考える
	これからさらに希望を抱いて

	心の遺産―久保庭美加さん（３７歳：北町出身）

	いきいき青春トーク―久峩一隆さん（２７歳：切島山２）―坂口佳代さん（２２歳：広見）

	生涯学習・生きがいづくりの強い味方―人材バンク日向きらめき人―柏田利彦さん（８６歳）―日高明美さん（６３歳）
	わたしのおすすめの一冊―橋口義男さん（７４歳：庄手）

	郷土の歴史―シリーズ１８―金ヶ浜の金比羅さん


